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H25.5.1現在

◆国際文化学部 ◆年代別本務教員数

教授 准教授 講師 助教 合計 助手 教授 准教授 講師 助教 助手

42 22 3 0 67 0 10 20代 0 0 0 0 0

42 22 3 0 67 0 10 30代 0 6 2 0 0

40代 5 11 1 0 0

50代 29 2 0 0 0

60代 8 1 0 0 0

計 42 20 3 0 0

◆国際文化学研究科

教授 指導 補助

M 20 12 1 0 33 0 33 20 0 33 33 0 3 2

D 20 12 0 0 32 0 32 20 0 32 30 0 3 2

M 30 12 5 0 47 0 47 30 0 47 47 0 3 2

D 33 10 1 0 44 0 46 33 0 46 46 0 3 2

50 24 6 0 80 0 80 50 0 80 80 0 6 4

53 22 1 0 76 0 78 53 0 78 76 0 6 4

◆出身大学別本務教員数

34 (1)

24 (1)

58 (2)

◆外国人教員数

アジア
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1. 専任教員数

　　　　　職名等
学科名

職　　名

国際文化学科

計

文化相関専攻

グローバル
文化専攻
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　　　　　 大学名等

専攻名

補
助
教
員
計

指
導
教
員
計

合計

D　計

文化相関専攻

M　計

助教准教授

　　　職名等

専攻名

職　　 名

その他
の大学

1

職　　名

課
 

程 教授 合計 助手

年代

設置基準
人　　数

別　　掲

研究指導
補助教員講師

研究指導教員

設置基準
人　　数

神戸大学

511

合　計

欧州

グローバル文化専攻

計中南米北米 アフリカ オセアニア

6
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○国際文化学部　カリキュラム・ポリシー
共通教育・

専門教育区分 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

教養原論：人間形成と思想

教養原論：文学と芸術

教養原論：歴史と文化

教養原論：人間と社会

教養原論：法と政治

教養原論：経済と社会

教養原論：数理と情報

教養原論：物質と技術

教養原論：生命と環境

教養原論：総合教養

外国語第Ⅰ 外国語第Ⅰ 英語アドバンスト 英語アドバンスト

外国語第Ⅱ 外国語第Ⅱ 外国語第Ⅱ 外国語第Ⅱ

外国語第Ⅲ 外国語第Ⅲ

情報基礎

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学 健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学

基礎ゼミ

専門基礎演習
専門演習A
(専門演習B) 専門演習B 専門演習B 専門演習B
外国語演習 外国語演習 外国語演習 外国語演習
資料講読演習 資料講読演習 資料講読演習 資料講読演習

卒論演習
卒業研究 卒業研究

情報科学概論 情報科学演習I 情報科学演習II 情報科学演習III
TOEFL演習

専門基礎英語Ⅰ 専門基礎英語Ⅱ
英語文章表現
（上級）

英会話（上級）Ⅰ 英会話（上級）Ⅱ
情報コミュニケー
ション概論

言語構造論
非言語コミュニ
ケーション論
情報環境論  

言語表現論
言語機能論
言語間コミュニ
ケーション論
第二言語習得基
礎論
音声コミュニケー
ション論
感性文法論
言語脳科学
対人コミュニケー
ション論
情報環境論
情報通信ｼｽﾃﾑ論
メディア情報処理
統計情報処理
情報資料構成論

プログラミング基礎

情報コミュニケー
ション論特殊講義
言語動態論
同時通訳論

現代文化概論
ジェンダー文化論

近代社会思想論
視覚文化論

近代政治思想論
近代表象文化論
知の社会学
メディア文化論
バイオエシックス
環境倫理学
ジェンダー社会論
スポーツ文化論
現代アート論
市民表象文化論
芸術文化環境論
芸術文化形成論
モダニズム芸術論
都市文化論
ｱｰﾄﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ論

２年次 ３年次 ４年次

共
通
教
育
授
業
科
目

専
門
科
目
・
情
報
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
論

専
門
科
目
・
現
代
文
化
論

学
部
共
通
専
門
科
目

部局ＤＰにおけ
る

学習目標

１年次

教
養
・
倫
理
性

国
際
性
・
学
際
性

、

異
文
化
理
解
・
他
者
理
解

、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
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異文化コミュニ
ケーション概論

文化人類学
国際関係論
比較文明論

現代社会人類学
文化混交論
民族誌学
民族社会論
比較政治論
多文化共生社会論
宗教文化論
広域文化共生論
ガヴァナンス論
テクノ文明論
翻訳文化形成論
現代越境文化論
文化様式展開論
文化様式成立論
国際援助論
開発文化論
ﾃﾞｨｱｽﾎﾟﾗ文化論

地域文化概論
日本伝承文化論
経済文化交流論
環大西洋文化論

日本社会女性論
日本伝統芸術論
日本言語文化論
日本文化交流論
中国社会ｼｽﾃﾑ論
北ｱｼﾞｱ社会文化論
韓国・朝鮮社会文
化論
東南アジア国家形
成論
東南アジア宗教・
社会論
ｵｾｱﾆｱ社会文化
ﾖｰﾛｯﾊﾟ精神文化
ﾖｰﾛｯﾊﾟ市民社会
現代ﾖｰﾛｯﾊﾟ文化
ﾖｰﾛｯﾊﾟ女性文化
スラヴ文化論
アメリカ多元文化
表現論
現代アメリカ論
南ｱｼﾞｱ社会文化
日本歴史民俗論
地中海文化論
ドイツ語会話Ⅰ ドイツ語会話Ⅱ
フランス語会話Ⅰ フランス語会話Ⅱ
中国語会話Ⅰ 中国語会話Ⅱ
ロシア語会話Ⅰ ロシア語会話Ⅱ

現代コリア語Ⅰ 現代コリア語Ⅱ
スペイン語入門Ⅰ スペイン語入門Ⅱ

ラテン語入門Ⅰ ラテン語入門Ⅱ
専門諸言語 専門諸言語 専門諸言語 専門諸言語

国際文化学実習
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
演習Ⅰ

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
演習Ⅱ

日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

Cultures and
Societies in Japan
I

Cultures and
Societies in Japan
II

国際文化特殊講
義(JICA)

国際文化特殊講
義

アラブ社会文化論
ｱﾌﾘｶ社会文化論
ラテンアメリカ社会
文化論
国際人権論

アートプロジェクト
文化施設制度論
ｱｰﾄﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ実習
文化行政論

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ演習
外国語演習

専
門
科
目
・
地
域
文
化
論

専
門
科
目
・
異
文
化
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
論

学
部
共
通
専
門
科
目
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○ 国際文化学部　カリキュラム・ポリシー （ 講座別 ）

情報コミュニケーション論講座 導入 講　　　義　　　科　　　目 演習・卒業研究

コース名 教育 言語コミュニケーション 感性コミュニケーション ITコミュニケーション

科

目

名

全
学
共
通
教
育
科
目

基
礎
ゼ
ミ

情
報
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
概
論

言
語
構
造
論

言
語
表
現
論

言
語
機
能
論

言
語
間
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
論

第
二
言
語
習
得
基
礎
論

非
言
語
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
論

音
声
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
論

感
性
文
法
論

言
語
脳
科
学

対
人
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
論

情
報
環
境
論

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
論

メ
デ
ィ
ア
情
報
処
理

統
計
情
報
処
理

情
報
資
料
構
成
論

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
基
礎

情
報
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
論
特
殊
講
義

言
語
動
態
論

同
時
通
訳
論

専
門
基
礎
演
習

専
門
演
習
A

専
門
演
習
Ｂ

卒
論
演
習

卒
業
研
究

○教養・倫理性
幅広い教養と高い倫理性を身につける ◎ ◎

○国際性・学際性
世界に対して開かれた物の見方を身につける ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
文化の変容過程を学際的に理解する
国際化時代の社会的要請に学際的に応えることができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

個別の文化を国際的な視野に立って考察する ○ ○ ○ ○ ○

○異文化理解・他者理解
異文化や異なった考えを持つ他者を理解する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
文化間の諸問題を世界的な視野に立って考察する
文化間の接触と交流について分析する能力を身につける ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

人間関係を客観的に考察する能力を身につける ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

○コミュニケーション能力
言語やコミュニケーションの仕組みを理解する ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 
コミュニケーションにおける表現様式を理解し活用できる ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 
情報伝達の仕組みについて理解する ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 
情報の処理や集積の手段を身につけ活用できる ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 

◎ 授業科目が学習目標との関連度に対して「非常に関連度が高い」事を示す。
○ 授業科目が学習目標との関連度に対して「関連度が高い」事を示す。
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○ 国際文化学部　カリキュラム・ポリシー （ 講座別 ）
現代文化論講座 導入 講　　　義　　　科　　　目 演習・卒業研究
コース名 教育 モダニティ論 先端社会論 芸術文化論

科

目

名

全
学
共
通
教
育
科
目

基
礎
ゼ
ミ

現
代
文
化
概
論

近
代
社
会
思
想
論

近
代
経
済
思
想
論

近
代
政
治
思
想
論

近
代
表
象
文
化
論

近
代
文
化
言
説
論

知
の
社
会
学

メ
デ
ィ
ア
文
化
論

バ
イ
オ
エ
シ

ッ
ク
ス

環
境
倫
理
学

ジ

ェ
ン
ダ
ー

文
化
論

ジ

ェ
ン
ダ
ー

社
会
論

ス
ポ
ー

ツ
文
化
論

現
代
ア
ー

ト
論

視
覚
文
化
論

芸
術
文
化
環
境
論

芸
術
文
化
形
成
論

モ
ダ
ニ
ズ
ム
芸
術
論

芸
術
文
化
社
会
論

都
市
文
化
論

ア
ー

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

専
門
基
礎
演
習

専
門
演
習
A

専
門
演
習
Ｂ

卒
論
演
習

卒
業
研
究

○教養・倫理性

幅広い教養と高い倫理性を身につける ◎

○国際性・学際性
世界に対して開かれた物の見方を身につける ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

文化の変容過程を学際的に理解する ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

国際化時代の社会的要請に学際的に応えることができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

個別の文化を国際的な視野に立って考察する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○異文化理解・他者理解
異文化や異なった考えを持つ他者を理解する ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○
文化間の諸問題を世界的な視野に立って考察する ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
文化間の接触と交流について分析する能力を身につける ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
人間関係を客観的に考察する能力を身につける ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○コミュニケーション能力
言語やコミュニケーションの仕組みを理解する ○ ○ ○ ○ ○
コミュニケーションにおける表現様式を理解し活用できる ○ ○ ○ ○ ○
情報伝達の仕組みについて理解する ○ ○ ○ ○ ○
情報の処理や集積の手段を身につけ活用できる ○

◎ 授業科目が学習目標との関連度に対して「非常に関連度が高い」事を示す。
○ 授業科目が学習目標との関連度に対して「関連度が高い」事を示す。
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○ 国際文化学部　カリキュラム・ポリシー （ 講座別 ）
異文化コミュニケーション講座 導入 講　　　義　　　科　　　目 演習・卒業研究

コース名 教育 異文化関係論 多文化共生論 越境文化論

科

目

名

全
学
共
通
教
育
科
目

基
礎
ゼ
ミ

異
文
化
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
概
論

文
化
人
類
学

現
代
社
会
人
類
学

文
化
混
交
論

民
族
誌
学

民
族
学

国
際
関
係
論

ガ
ヴ

ァ
ナ
ン
ス
論

多
文
化
政
治
社
会
論

平
和
構
築
論

比
較
政
策
論

比
較
文
明
論

テ
ク
ノ
文
明
論

翻
訳
文
化
形
成
論

現
代
越
境
文
化
論

文
化
様
式
成
立
論

開
発
文
化
論

国
際
援
助
論

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
文
化
論

専
門
基
礎
演
習

専
門
演
習
A

専
門
演
習
Ｂ

卒
論
演
習

卒
業
研
究

○教養・倫理性

幅広い教養と高い倫理性を身につける ◎

○国際性・学際性
世界に対して開かれた物の見方を身につける ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

文化の変容過程を学際的に理解する ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

国際化時代の社会的要請に学際的に応えることができる ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

個別の文化を国際的な視野に立って考察する ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

○異文化理解・他者理解
異文化や異なった考えを持つ他者を理解する ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

文化間の諸問題を世界的な視野に立って考察する ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

文化間の接触と交流について分析する能力を身につける ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

人間関係を客観的に考察する能力を身につける ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

○コミュニケーション能力
言語やコミュニケーションの仕組みを理解する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コミュニケーションにおける表現様式を理解し活用できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

情報伝達の仕組みについて理解する ○ ○ ○ ○ ○ ○
情報の処理や集積の手段を身につけ活用できる ○ ○ ○ ○ ○

◎ 授業科目が学習目標との関連度に対して「非常に関連度が高い」事を示す。
○ 授業科目が学習目標との関連度に対して「関連度が高い」事を示す。
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○ 国際文化学部　カリキュラム・ポリシー （ 講座別 ）
地域文化論講座 導入 講　　　義　　　科　　　目 演習・卒業研究
コース名 教育   日 本 学 アジア・太平洋文化論 ヨーロッパ・アメリカ文化論

科

目

名

全
学
共
通
教
育
科
目

基
礎
ゼ
ミ

地
域
文
化
概
論

日
本
近
現
代
社
会
論

日
本
社
会
女
性
論

日
本
伝
承
文
化
論

日
本
言
語
文
化
論

日
本
文
化
交
流
論

日
本
文
化
表
象
論

経
済
文
化
交
流
論

中
国
社
会
シ
ス
テ
ム
論

北
ア
ジ
ア
社
会
文
化
論

韓
国
・
朝
鮮
社
会
文
化
論

東
南
ア
ジ
ア
国
家
形
成
論

東
南
ア
ジ
ア
宗
教
・
社
会
論

オ
セ
ア
ニ
ア
社
会
文
化
論

環
大
西
洋
文
化
論

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
精
神
文
化
論

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
市
民
社
会
論

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
女
性
文
化
論

ス
ラ
ヴ
文
化
論

ア
メ
リ
カ
多
元
文
化
表
現
論

現
代
ア
メ
リ
カ
論

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
宗
教
文
化
論

日
本
歴
史
民
俗
論

南
ア
ジ
ア
社
会
文
化
論

地
中
海
文
化
論

専
門
基
礎
演
習

専
門
演
習
A

専
門
演
習
Ｂ

卒
論
演
習

卒
業
研
究

○教養・倫理性

幅広い教養と高い倫理性を身につける ◎

○国際性・学際性
世界に対して開かれた物の見方を身につける ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

文化の変容過程を学際的に理解する ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

国際化時代の社会的要請に学際的に応えることができる ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

個別の文化を国際的な視野に立って考察する ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

○異文化理解・他者理解
異文化や異なった考えを持つ他者を理解する ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

文化間の諸問題を世界的な視野に立って考察する ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

文化間の接触と交流について分析する能力を身につける ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
人間関係を客観的に考察する能力を身につける ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○コミュニケーション能力
言語やコミュニケーションの仕組みを理解する ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

コミュニケーションにおける表現様式を理解し活用できる ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

情報伝達の仕組みについて理解する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
情報の処理や集積の手段を身につけ活用できる ○

◎ 授業科目が学習目標との関連度に対して「非常に関連度が高い」事を示す。
○ 授業科目が学習目標との関連度に対して「関連度が高い」事を示す。
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○ 国際文化学部　カリキュラム・ポリシー （ 講座別 ）
講座名
コース名 　　　情報科学関係 外　国　語　関　係

科

目

名

情
報
科
学
概
論

情
報
科
学
演
習
Ⅰ

情
報
科
学
演
習
Ⅱ

情
報
科
学
演
習
Ⅲ

ス
ペ
イ
ン
語
入
門
Ⅰ

ス
ペ
イ
ン
語
入
門
Ⅱ

現
代
コ
リ
ア
語
Ⅰ

現
代
コ
リ
ア
語
Ⅱ

専
門
基
礎
英
語

（
文
章
表
現

、
会
話

）
Ⅰ

専
門
基
礎
英
語

（
文
章
表
現

、
会
話

）
Ⅱ

ド
イ
ツ
語
会
話
Ⅰ

ド
イ
ツ
語
会
話
Ⅱ

フ
ラ
ン
ス
語
会
話
Ⅰ

フ
ラ
ン
ス
語
会
話
Ⅱ

中
国
語
会
話
Ⅰ

中
国
語
会
話
Ⅱ

ロ
シ
ア
語
会
話
Ⅰ

ロ
シ
ア
語
会
話
Ⅱ

ラ
テ
ン
語
入
門
Ⅰ

ラ
テ
ン
語
入
門
Ⅱ

英
語
文
章
表
現

（
上
級

）

英
会
話

（
上
級

）
Ⅰ

英
会
話

（
上
級

）
Ⅱ

専
門
諸
言
語

○教養・倫理性

幅広い教養と高い倫理性を身につける

○国際性・学際性
世界に対して開かれた物の見方を身につける
文化の変容過程を学際的に理解する ○ ○
国際化時代の社会的要請に学際的に応えることができる
個別の文化を国際的な視野に立って考察する ○

○異文化理解・他者理解
異文化や異なった考えを持つ他者を理解する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
文化間の諸問題を世界的な視野に立って考察する
文化間の接触と交流について分析する能力を身につける
人間関係を客観的に考察する能力を身につける

○コミュニケーション能力
言語やコミュニケーションの仕組みを理解する ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

コミュニケーションにおける表現様式を理解し活用できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

情報伝達の仕組みについて理解する ◎ ○

情報の処理や集積の手段を身につけ活用できる ◎ ◎ ◎

◎ 授業科目が学習目標との関連度に対して「非常に関連度が高い」事を示す。
○ 授業科目が学習目標との関連度に対して「関連度が高い」事を示す。

学　部　共　通　専　門　科　目
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○ 国際文化学部　カリキュラム・ポリシー （ 講座別 ）
講座名
コース名 　　コミュニケーション関係 異文化理解関係

科

目

名

日
本
語
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

国
際
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
演
習
Ⅰ

国
際
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
演
習
Ⅱ

C
u
lt
u
re
s 
an
d 
S
o
c
ie
ti
e
s 
in
 J
ap
an
 Ⅰ

C
u
lt
u
re
s 
an
d 
S
o
c
ie
ti
e
s 
in
 J
ap
an
 Ⅱ 国

際
文
化
特
殊
講
義

国
際
文
化
特
殊
講
義

（
J
I
C
A

）

国
際
文
化
学
実
習

国
際
人
権
論

ア
ラ
ブ
社
会
文
化
論

ア
フ
リ
カ
社
会
文
化
論

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
社
会
文
化
論

ア
ー

ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

文
化
施
設
制
度
論

外
国
語
演
習

資
料
講
読
演
習

イ
ン
タ
ー

ン
シ

ッ
プ
実
習

○教養・倫理性

幅広い教養と高い倫理性を身につける

○国際性・学際性
世界に対して開かれた物の見方を身につける ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○
文化の変容過程を学際的に理解する ○ ○ ◎ ○ ○
国際化時代の社会的要請に学際的に応えることができる ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
個別の文化を国際的な視野に立って考察する ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

○異文化理解・他者理解
異文化や異なった考えを持つ他者を理解する ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎

文化間の諸問題を世界的な視野に立って考察する ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
文化間の接触と交流について分析する能力を身につける ◎ ○ ◎ ○ ○
人間関係を客観的に考察する能力を身につける ○ ○ ○ ○

○コミュニケーション能力
言語やコミュニケーションの仕組みを理解する ◎ ◎ ◎
コミュニケーションにおける表現様式を理解し活用できる ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○
情報伝達の仕組みについて理解する
情報の処理や集積の手段を身につけ活用できる ○ ○

◎ 授業科目が学習目標との関連度に対して「非常に関連度が高い」事を示す。
○ 授業科目が学習目標との関連度に対して「関連度が高い」事を示す。

学　部　共　通　専　門　科　目
アート関係
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○大学院国際文化学研究科 カリキュラム・ポリシー 
 
国際文化学研究科は、「高い異文化理解能力と自在なコミュニケーション能

力を有し、豊かな学識と創造的な研究能力を備えた人材を育成する」ことを教
育目標としている。この目標を実現するため、教育課程を以下の方針で編成・
実施する。 
 
博士課程前期課程 
 
 ＜文化相関専攻＞ 
各領域（地域文化論系、異文化コミュニケーション論系）が開講する高度専

門演習及び特殊講義を通して、個別地域の文化の特性や異文化間の関係性につ
いて幅広い知識を習得させ、複合体としての文化を多角的に探究する能力を育
成する。 

 
＜グローバル文化専攻＞ 
 各領域（現代文化システム論系、言語情報コミュニケーション系、外国語教
育系）が開講する高度専門演習及び特殊講義を通して、現代の社会的・文化的
状況、言語情報コミュニケーションや外国語教育に関する幅広い知識を習得さ
せ、グローバル社会の諸課題に取り組む能力を育成する。 
 
また、研究科共通カリキュラムとして、アカデミック・スキル科目を配置し、

情報処理能力や外国語能力の育成を図り、学生が研究を遂行するために必要な
方法論を習得させる。さらに、指導教員が担当する研究指導演習科目を通して、
高い専門性の上に立った学際的研究を行う能力を育成する。 
 
 
博士課程後期課程 
 
＜文化相関専攻＞ 
各領域（地域文化論系、異文化コミュニケーション論系）が開講する特別演

習を通して、個別地域の文化の特性や異文化間の関係性を踏まえつつ、複合体
としての文化の構造と動態を究明し、文化研究の先端的な領域を開拓する能力
を育成する。 

 
＜グローバル文化専攻＞ 
各領域（現代文化システム論系、言語情報コミュニケーション系、外国語教

育系、及び連携講座(先端コミュニケーション論)）が開講する特別演習の履修を
通して、グローバル化による文化の現代的位相、言語情報コミュニケーション
や外国語教育に関する諸問題を探究し、現代世界を多角的に研究する能力を育
成する。 
 
 また、研究科共通カリキュラムとして、指導教員による個別指導に加え、コ
ース／プロジェクトによる集団指導体制を取り入れ、さらに、２年次、３年次
への進級時、及び、３年次の１１月に論文の公開審査を行うコロキアムⅠ～Ⅲ
を実施することにより、高度な専門性の上に立った領域横断的な研究を行う能
力を体系的に育成する。 
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◆多様な学習の機会（英語授業，ボランティア活動，海外留学等）

未実施 実施

○

○

○

○

○

○

○

○

◆ボランティア活動，海外留学の教育的効果を高めるための単位認定以外の特別な取組

　（例えばTOEIC受験など）

【平成２４(2012)年度】

留学動機を高め、目標設定をさせるために、入学時に一斉にTOEFL-ITPを学部で実
施した。
TOEFL対策を眼目とする授業科目「TOEFL演習」を開設した。
留学準備のためのコースを「専門基礎英語I, II」の一部のクラスに１クラスずつ開設し
た。
留学から帰国後、学部内で留学報告会を国別に実施した。
オープンキャンパスで高校生に留学体験談を発表した。
国際文化学部国際交流委員会主催で，帰国後サポート講習会を実施予定。

インターンシップの単位認定 平成20(2008)年度

海外留学の単位認定 平成5(1993)年度

年　度 取　　組　　内　　容

【平成２１(2009)年度】

海外留学からの帰国後，在学生向けに留学報告会を国別に実施している。また，高校
生対象に，オープンキャンパスにおいて留学体験談を発表してもらっている。

【平成２２(2010)年度】

海外留学からの帰国後，在学生向けに留学報告会を国別に実施している。また，高校
生対象に，オープンキャンパスにおいて留学体験談を発表してもらっている。

【平成２３(2011)年度】

留学動機を高め、目標設定をさせるために、入学時に一斉にTOEFL-ITPを学部で実
施した。
TOEFL対策を眼目とする授業を「TOEFL実習」として実験的に開設した（翌年度授業科
目化）。
留学準備のためのコースを「専門基礎英語I, II」の一部のクラスに２クラスずつ開設し
た。
２年次から交換留学に行けるようにした（従来は３年次からであった）。
留学から帰国後、学部内で留学報告会を国別に実施した。
オープンキャンパスで高校生に留学体験談を発表した。
国際文化学部国際交流委員会主催で，帰国後サポート講習会を実施した。

全てを英語で行う授業科目（語
学科目以外）の開設

平成5(1993)年度

【平成２０(2008)年度】

海外留学からの帰国後，在学生向けに留学報告会を国別に実施している。また，高校
生対象に，オープンキャンパスにおいて留学体験談を発表してもらっている。

英語のみの授業で学位取得が
可能なプログラムの開設

ボランティア活動の単位認定

初年次ゼミの必修化 平成17(2005)年度

学部横断型（複数学部の学生が
履修）の初年次ゼミ

３．教育上の取組 

実施年度 備　　考

初年次ゼミの開設 平成17(2005)年度
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◆ダブルディグリープログラム受入れ・派遣学生数

受入数

課程 関係部局
プログラム
覚書締結日 H19(2007)年度 H20(2008)年度 H21(2009)年度 H22(2010)年度 H23(2011)年度

文学部 検討中
- - - - -

人文学院 2011/9/28 - - - - -

派遣数

課程 関係部局
プログラム
覚書締結日 H19(2007)年度 H20(2008)年度 H21(2009)年度 H22(2010)年度 H23(2011)年度

文学部 検討中
- - - - -

人文学院 2011/9/28 - - - - -

M

M

中国 浙江大学※1

中国 浙江大学※1

調整中

共同設置機関国 共同設置機関校 派遣開始時期

ベルギー
ルーヴァン・
カトリック大

学※1
未定

調整中

共同設置機関国 共同設置機関校 受入開始時期

ベルギー
ルーヴァン・
カトリック大

学※1
未定
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◆協定に基づく海外留学者数

受入数

学部 院 学部 院 学部 院 学部 院 学部 院

連合王国 シェフィールド大学 1 2 1 2 2

バーミンガム大学 1 2 3 1

マンチェスター大学 1 2 2 2

ロンドン大学ＳＯＡＳ 2 2

デンマーク オーフス大学 2

ドイツ ハンブルグ大学 4 3 2 1 6 3

ベルギー ルーヴァンカトリック大学 1

フランス
ニース＝ソフィア・アン
チポリス大学

2 1 1

パリ・ディドロ（第７）大学 1 1 2 2 2 2

パンテオン・アサス（パリ
第２）大学

1

レンヌ第1大学 3

グルノーブル第3大学 1

イタリア ボローニャ大学 1 3 2 1 4

ヴェネツィア大学 2

ポーランド ワルシャワ大学 1 1 1 1 1

ロシア モスクワ教育大学 2

ルーマニア バベシュ・ボヨイ大学 1 2 2

オーストラリア カーティン大学 1 1 1 3 3

クイーンズランド大学 1 3 1 2

西オーストラリア大学 3 2 1 1 2

アメリカ ジョージア大学 2 2 1

メリーランド大学 4 3 1

ユタ州立大学 2 2 1 1

ワシントン大学 1 2 1 1

テネシー州立大学 1 3 1 1

ピッツバーグ大学 3

ベトナム
ベトナム国家社会人文
科学大学

2 3 2 1 1

フィリピン アテネオ・デ・マニラ大学

タイ タマサート大学 2 2 2

中国 中国人民大学 1 1 2 1 1 2 4

北京外国語大学 1 1 1 1

上海交通大学 1

韓国 釜山国立大学校 4 2 3

オーストリー グラーツ大学

チェコ共和国 カレル大学

オランダ ライデン大学 1 1

台湾 国立台湾大学 2

平成24年度平成21年度 平成23年度
国・地域

平成22年度
学　　　　校　　　　名

平成20年度
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派遣数

学部 院 学部 院 学部 院 学部 院 学部 院

連合王国 シェフィールド大学 2 2

バーミンガム大学 2 1 2 2

マンチェスター大学 2 3 3

ロンドン大学ＳＯＡＳ 1 1 1 1 1

ルーマニア バベシュ・ボヨイ大学 1 2 1

デンマーク オーフス大学 4 2 3 3 2

ドイツ ハンブルグ大学 2 4 3 3 3

フランス
ニース＝ソフィア・アン
チポリス大学

3 4 3

グルノーブル第3（スタ
ンダール）大学

2 1 3

パリ・ディドロ（第７）大学 2 2 2 2 1

レンヌ第1大学 2

パンテオン・アサス（パリ
第２）大学

1 1 1 1

パリ西ナンテール・ラデ
ファンス（パリ第１０）大学

1 1 2

イタリア ボローニャ大学 2 2 2 2 1

ヴェネツィア大学 1

ポーランド ワルシャワ大学 2 2 2

ベルギー ルーヴァン・カトリック大学 1 2

オーストラリア カーティン大学 3 2 1

クイーンズランド大学 2 1 2 1

西オーストラリア大学 1 1 1 1 1

アメリカ ジョージア大学 2 2 2 2

ユタ州立大学 1 1 2 2

メリーランド大学 2 1 1

ワシントン大学 1 2 2 1 2

テネシー州立大学 2 2 2 1

ピッツバーグ大学 2 2

フィリピン アテネオ・デ・マニラ大学 1 2 1 1

ベトナム
ベトナム国家社会人文
科学大学

1 1 1

タイ タマサート大学 2 2 2 1

中国 中国人民大学 2

浙江大学

香港大学 1 1

韓国 釜山国立大学校 2 2 1 4 1
ソウル国立大学校 1 1

ロシア モスクワ教育大学 2 1
オーストリー グラーツ大学 2 1 3 1
チェコ共和国 カレル大学 2 2 1
オランダ ライデン大学 1

国・地域 学　　　　校　　　　名
平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
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◆４月以外の入学者状況

学部

大学院

ナンバリングの導入状況

ナンバリングの導入状況

導入

導入 導入年度 備考

備考導入年度

備考実施年度実施
４月以外の入学実施状況
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１．入学状況　（学士課程）

◇学科別入学状況　（編入学者を除く）

国際文化 140 600 4.29 479 149 146 1.04

計 140 600 4.29 479 149 146 1.04

国際文化 140 616 4.40 463 150 147 1.05

計 140 616 4.40 463 150 147 1.05

国際文化 140 668 4.77 538 149 148 1.06

計 140 668 4.77 538 149 148 1.06

国際文化 140 652 4.66 511 145 144 1.03

計 140 652 4.66 511 145 144 1.03

国際文化 140 619 4.42 446 147 144 1.03

計 140 619 4.42 446 147 144 1.03

140.0 631.0 4.51 487.4 148.0 145.8 1.04

２．在籍状況（学士課程）　（各年度5月1日現在の数値）

うち留学生 うち社会人 うち休学者 うち留年生 うち留学生 うち社会人 うち休学者 うち留年生

国際文化 560 146 4 0 0 0 144 1 0 0 0

計 560 146 4 0 0 0 144 1 0 0 0

国際文化 560 147 3 0 0 0 146 4 0 1 0

計 560 147 3 0 0 0 146 4 0 1 0

国際文化 560 148 6 0 0 0 147 3 0 0 0

計 560 148 6 0 0 0 147 3 0 0 0

国際文化 560 144 4 0 2 0 148 6 0 0 0

計 560 144 4 0 2 0 148 6 0 0 0

国際文化 560 144 4 0 0 0 139 4 0 0 0

計 560 144 4 0 0 0 139 4 0 0 0

うち留学生 うち社会人 うち休学者 うち留年生 うち留学生 うち社会人 うち休学者 うち留年生 うち留学生 うち社会人 うち休学者 うち留年生

143 3 0 0 0 233 3 0 45 83 666 11 0 45 83 1.19

143 3 0 0 0 233 3 0 45 83 666 11 0 45 83 1.19

144 1 0 2 0 229 3 0 62 87 666 11 0 65 87 1.19

144 1 0 2 0 229 3 0 62 87 666 11 0 65 87 1.19

145 4 0 2 0 219 2 0 57 75 659 15 0 59 75 1.18

145 4 0 2 0 219 2 0 57 75 659 15 0 59 75 1.18

147 3 0 0 0 215 5 46 71 654 18 0 48 71 1.17

147 3 0 0 0 215 5 0 46 71 654 18 0 48 71 1.17

148 6 0 2 0 229 5 0 56 82 669 21 0 60 82 1.19

148 6 0 2 0 229 5 0 56 82 669 21 0 60 82 1.19

３．学位授与、進路状況（学士課程）　（編入学者は含まない）

◇入学年度別学位授与状況　（H25.5.1現在の数値）

学科 修業年限超過

1年以内 2年以内 2年を超える

国際文化 140 149 149 75 61 10 1 146 147

計 140 149 149 75 61 10 1 146 147

国際文化 140 152 152 80 59 10 1 149 150

計 140 152 152 80 59 10 1 149 150

国際文化 140 145 145 82 52 4 138 138

計 140 145 145 82 52 4 138 138

国際文化 140 145 145 84 52 136 136

計 140 145 145 84 52 136 136

国際文化 140 146 146 74 74 74

計 140 146 146 74 74 74

140.0 147.4 147.4 79.0 56.0 8.0 1.0 128.6 129.0

修業年限超過

1年以内 2年以内 2年を超える

50% 41% 7% 1% 98% 99% 0 0 0 0% 1 1

50% 41% 7% 1% 98% 99% 0 0 0 0% 1 1

53% 39% 7% 1% 98% 99% 2 0 0 1% 0 0

53% 39% 7% 1% 98% 99% 2 0 0 1% 0 0

57% 36% 3% 95% 95% 3 0 0 2% 3 1

57% 36% 3% 95% 95% 3 0 0 2% 3 1

58% 36% 94% 94% 1 0 0 1% 8 0

58% 36% 94% 94% 1 0 0 1% 8 0

51% 51% 51% 2 0 0 1% 70 0

51% 51% 51% 2 0 0 1% 70 0

54% 38% 5% 1% 87% 87% 1.6 0.0 0.0 1% 16.4 0.4

◇卒業年度別進路状況

進学者

本研究科 他研究科

国際文化 75 5 1 1 66 0 2 68 9% 88% 97%

計 75 5 1 1 66 0 2 68 9% 88% 97%

国際文化 141 9 3 1 120 0 8 128 9% 85% 94%

計 141 9 3 1 120 0 8 128 9% 85% 94%

国際文化 151 5 0 6 126 0 14 140 7% 83% 90%

計 151 5 0 6 126 0 14 140 7% 83% 90%

国際文化 146 7 1 5 123 0 10 133 9% 84% 92%

計 146 7 1 5 123 0 10 133 9% 84% 92%

国際文化 132 4 3 3 110 0 12 122 8% 83% 90%

計 132 4 3 3 110 0 12 122 8% 83% 90%

128.3 6.5 1.3 3.3 108.8 0.0 8.5 118.2 9% 85% 92%

就職希望者
の就職率

退学者
(E)

退学者の内数（F)

退学率（G) 留年（H） その他（I)修業
年限内

「修業年限×1.5」
年内 全体

飛び級による
退学

転学部者
（他学部編入）

卒業者進路内訳

就職者
臨床研修

医
その他本学

他大学

学位授与率（D)

就職希望者
数

進学率 就職率

入学
年度

入学定員
入学者数

(A)
学部内転
学科者(B)

左記計
（Ａ+Ｂ）

卒業者数（C)

修業
年限内

「修業年限×1.5」
年内 計

4. 学生に関すること

Ｈ２０

Ｈ２１

Ｈ２２

Ｈ２３

Ｈ２４

平均

H２１

H２２

H２３

H２４

H２５

卒業
年度

学科 卒業者数

Ｈ１７

Ｈ１８

Ｈ１９

Ｈ２０

Ｈ２１

平均

4年次 計
収容定員
充足率3年次

年度 学科 収容定員 1年次 2年次

定員
充足率

Ｈ２１

Ｈ２４

Ｈ２５

Ｈ２２

Ｈ２３

年度 学科 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数
倍率

平均
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１．入学状況　（博士前期課程）

春入学者
左記入学者のうち 左記入学者のうち

文化相関 20 35 1.75 30 21 18 0.90 4 4 10 11 2

グローバル文化 30 69 2.30 66 36 36 1.20 5 17 14 15 4

計 50 104 2.08 96 57 54 1.08 9 21 24 26 6

文化相関 20 42 2.10 41 23 23 1.15 3 9 11 12 3

グローバル文化 30 74 2.47 72 38 35 1.17 10 12 13 16 4

計 50 116 2.32 113 61 58 1.16 13 21 24 28 7

文化相関 20 35 1.75 33 24 21 1.05 2 13 6 5 1

グローバル文化 30 60 2.00 58 36 32 1.07 4 15 13 15 4

計 50 95 1.90 91 60 53 1.06 6 28 19 20 5

文化相関 20 44 2.20 43 25 24 1.20 3 13 8 10 1

グローバル文化 30 71 2.37 69 36 33 1.10 7 15 11 13 3

計 50 115 2.30 112 61 57 1.14 10 28 19 23 4

文化相関 20 32 1.60 31 20 18 0.90 2 11 5 7 1

グローバル文化 30 52 1.73 50 35 35 1.17 3 14 18 20 3

計 50 84 1.68 81 55 53 1.06 5 25 23 27 4

文化相関 20.0 37.6 1.9 35.6 22.6 20.8 1.0 2.8 10.0 8.0 9.0 1.6

グローバル文化 30.0 65.2 2.2 63.0 36.2 34.2 1.1 5.8 14.6 13.8 15.8 3.6

全体 50.0 102.8 2.06 98.6 58.8 55.0 1.10 8.6 24.6 21.8 24.8 5.2

注）留学生、社会人の定義は学校基本調査に準じます。

２．在籍状況（博士前期課程）　（各年度5月1日現在）

うち留学生 うち社会人 うち休学者 うち留学生 うち社会人 うち休学者 うち留年生 うち留学生 うち社会人 うち休学者 うち留年生

文化相関 40 18 11 2 0 27 8 3 2 3 45 19 5 2 3 1.13

グローバル文化 60 36 15 4 0 39 15 4 4 7 75 30 8 4 7 1.25

計 100 54 26 6 0 66 23 7 6 10 120 49 13 6 10 1.20

文化相関 40 23 12 3 0 26 12 4 3 8 49 24 7 3 8 1.23

グローバル文化 60 35 16 4 0 46 20 6 5 10 81 36 10 5 10 1.35

計 100 58 28 7 0 72 32 10 8 18 130 60 17 8 18 1.30

文化相関 40 21 5 1 0 32 13 7 0 9 53 18 8 0 9 1.33

グローバル文化 60 32 15 4 0 46 18 5 11 11 78 33 9 11 11 1.30

計 100 53 20 5 0 78 31 12 11 20 131 51 17 11 20 1.31

文化相関 40 24 10 1 1 29 7 2 5 8 53 17 3 6 8 1.33

グローバル文化 60 33 13 3 1 44 16 0 11 12 77 29 3 12 12 1.28

計 100 57 23 4 2 73 23 2 16 20 130 46 6 18 20 1.30

文化相関 40 18 6 1 1 31 11 1 2 1 49 17 2 3 1 1.23

グローバル文化 60 35 20 3 0 45 14 4 8 3 80 34 7 8 3 1.33

計 100 53 26 4 1 76 25 5 10 4 129 51 9 11 4 1.29

３．学位授与状況（博士前期課程）

◇入学年度別　（H24.5.1現在の数値）
修了者数

（C）
専攻

うち社会人 うち社会人 うち社会人 うち社会人 1年以内 うち社会人 1年を超える うち社会人 うち社会人 う

修了者数（C）

専攻

うち社会人 うち社会人 うち社会人 うち社会人 1年以内 うち社会人 1年を超える うち社会人 うち社会人 う

文化相関 20 25 2 0 0 25 2 21 1 1 0 1 0 23 1 23

グローバル文化 30 35 4 0 0 35 4 27 4 4 0 1 0 32 4 32

計 50 60 6 0 0 60 6 48 5 5 0 2 0 55 5 55

文化相関 20 25 2 0 0 25 2 19 1 2 0 1 1 22 2 22

グローバル文化 30 32 4 0 0 32 4 24 2 5 2 1 0 30 4 30

計 50 57 6 0 0 57 6 43 3 7 2 2 1 52 6 52

文化相関 20 18 2 0 0 18 2 14 0 2 1 1 1 17 2 17

グローバル文化 30 36 4 0 0 36 4 27 3 6 0 0 0 33 3 33

計 50 54 6 0 0 54 6 41 3 8 1 1 1 50 5 50

文化相関 20 23 3 0 0 23 3 19 2 2 1 21 3 21

グローバル文化 30 35 4 0 0 35 4 25 1 7 2 32 3 32

計 50 58 7 0 0 58 7 44 3 9 3 53 6 53

文化相関 20 21 0 0 0 21 0 17 0 17 0 17

グローバル文化 30 32 0 0 0 32 0 24 0 24 0 24

計 50 53 0 0 0 53 0 41 0 41 0 41

文化相関 20.0 22.4 1.8 0.0 0.0 22.4 1.8 18.0 0.8 1.8 0.5 1.0 0.7 20.0 1.6 20.0

グローバル文化 30.0 34.0 3.2 0.0 0.0 34.0 3.2 25.4 2.0 5.5 1.0 0.7 0.0 30.2 2.8 30.2

全体 50.0 56.4 5.0 0.0 0.0 56.4 5.0 43.4 2.8 7.3 1.5 1.7 0.7 50.2 4.4 50.2

学位授与率
退学者の内数

うち社会人 1年以内 うち社会人 1年を超える うち社会人 うち社会人 うち社会人 他研究科入学

84% 50% 4% 0% 4% 0% 92% 50% 92% 50% 1 0 4% 1 0

77% 100% 11% 0% 3% 0% 91% 100% 91% 100% 1 0 3% 1 1

80% 83% 8% 0% 3% 0% 92% 83% 92% 83% 2 0 3% 2 1

76% 50% 8% 0% 4% 50% 88% 100% 88% 100% 1 0 4% 1 1

75% 50% 16% 50% 3% 0% 94% 100% 94% 100% 2 0 6% 0 0

75% 50% 12% 33% 4% 17% 91% 100% 91% 100% 3 0 5% 1 1

78% 0% 11% 50% 6% 50% 94% 100% 94% 100% 0 0 0% 1 0

75% 75% 17% 0% 0% 0% 92% 75% 92% 75% 0 0 0% 2 1

76% 50% 15% 17% 2% 17% 93% 83% 93% 83% 0 0 0% 3 1

83% 67% 9% 33% 91% 100% 91% 100% 0 0 0% 2 0

71% 25% 20% 50% 91% 75% 91% 75% 0 0 0% 2 1

76% 43% 16% 43% 91% 86% 91% 86% 0 0 0% 4 1

81% ― 81% ― 81% ― 0 0 0% 4 0

75% ― 75% ― 75% ― 1 0 3% 7 0

77% ― 77% ― 77% ― 1 0 2% 11 0

80% 44% 8% 28% 4% 37% 89% 89% 89% 89% 0.4 0.0 2% 1.8 0.2

75% 63% 16% 31% 2% 0% 89% 88% 89% 88% 0.8 0.0 2% 2.4 0.6

77% 56% 13% 30% 3% 13% 89% 88% 89% 88% 1.2 0.0 2% 4.2 0.8

４．進路状況（博士前期課程）

◇修了年度別

進学者

本研究科 他研究科

文化相関 21 4 0 0 15 0 0 2 17 19% 71% 88%

グローバル文化 27 5 1 0 14 0 0 7 21 22% 52% 67%

計 48 9 1 0 29 0 0 9 38 21% 60% 76%

文化相関 20 5 0 0 11 0 1 4 15 25% 55% 73%

グローバル文化 28 7 0 0 12 0 1 9 21 25% 43% 57%

計 48 12 0 0 23 0 2 13 36 25% 48% 64%

文化相関 17 4 0 0 9 0 0 4 13 24% 53% 69%

グローバル文化 33 8 0 0 13 0 0 12 25 24% 39% 52%

計 50 12 0 0 22 0 0 16 38 24% 44% 58%

文化相関 22 4 0 0 11 0 1 7 18 18% 50% 61%

グローバル文化 32 4 0 0 19 0 1 9 28 13% 59% 68%

計 54 8 0 0 30 0 2 16 46 15% 56% 65%

文化相関 20 3 0 2 13 0 0 2 15 25% 65% 87%

グローバル文化 31 0 4 1 15 0 1 11 17 16% 48% 88%

計 51 3 4 3 28 0 1 13 32 20% 55% 88%

文化相関 20.0 4.0 0.0 0.4 11.8 0.0 0.4 3.8 15.6 22% 59% 76%

グローバル文化 30.2 4.8 1.0 0.2 14.6 0.0 0.6 9.6 22.4 20% 48% 65%

全体 50.2 8.8 1.0 0.6 26.4 0.0 1.0 13.4 38 21% 53% 69%

Ｈ２４

入学者数
倍率

定員
充足率

本学
出身者

年度 専攻 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数
留学生 社会人

Ｈ２１

Ｈ２２

Ｈ２３

他大学
出身者

その他

計
収容定員
充足率

収容定員 1年次

計入学定員

Ｈ２５

平均

年度 専攻 2年次

Ｈ２２

Ｈ２３

Ｈ２０

Ｈ２１

研究科内転専攻者
(B)

入学者数(A)入学
年度

入学定員
入学者数(A)

研究科内転専攻者
(B)

左記計(A)+(B)

うち大学・
短期大学

教員

標準修業年限内 標準修業年限超過
「標準修業年限×1.5」年

内
計

左記計(A)+(B)
標準修業年限内 標準修業年限超過

「標準修業年限×1.5」年
内

Ｈ２３

平均

H２１

H２２

H２３

Ｈ２２

Ｈ２０

Ｈ２１

Ｈ１９

H２４

H２５

入学
年度

退学者
（F）

退学率
（G）

留年（H）
その他
（I）

標準修業年限内 標準修業年限超過
「標準修業年限×1.5」年

内 全体

平均

就職希望者
数

進学率 就職率
就職希望者
の就職率

Ｈ２４

修了
年度

専攻 修了者数

修了者進路内訳

就職者 その他本学
他大学

うち科学
研究者
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１．入学状況　（博士後期課程）

春入学者
左記入学者のうち 左記入学者のうち

　文化相関 6 9 1.50 9 6 6 1.00 4 0 2 3 0

グローバル文化 9 19 2.11 18 12 12 1.33 6 4 2 3 0

計 15 28 1.87 27 18 18 1.20 10 4 4 6 0

　文化相関 6 9 1.50 9 7 7 1.17 6 1 0 2 0

グローバル文化 9 15 1.67 12 10 10 1.11 7 2 1 4 0

計 15 24 1.60 21 17 17 1.13 13 3 1 6 0

　文化相関 6 7 1.17 6 6 6 1.00 5 1 0 3 0

グローバル文化 9 15 1.67 14 10 10 1.11 8 2 0 5 0

計 15 22 1.47 20 16 16 1.07 13 3 0 8 0

　文化相関 6 7 1.17 7 7 7 1.17 4 3 0 3 0

グローバル文化 9 11 1.22 11 9 9 1.00 7 2 0 3 0

計 15 18 1.20 18 16 16 1.07 11 5 0 6 0

　文化相関 6 8 1.33 7 5 5 0.83 5 0 0 1 0

グローバル文化 9 10 1.11 10 9 9 1.00 5 2 2 4 3

計 15 18 1.20 17 14 14 0.93 10 2 2 5 3

文化相関 6.0 8.0 1.3 7.6 6.2 6.2 1.03 4.8 1.0 0.4 2.4 0.0

グローバル文化 9.0 14.0 1.6 13.0 10.0 10.0 1.11 6.6 2.4 1.0 3.8 0.6

全体 15.0 22.0 1.5 20.6 16.2 16.2 1.08 11.4 3.4 1.4 6.2 0.6

注）留学生、社会人の定義は学校基本調査に準じます。

２．在籍状況（博士後期課程）　（各年度5月1日現在）

うち留学生 うち社会人 うち休学者 うち留学生 うち社会人 うち休学者 うち留学生 うち社会人 うち休学者 うち留年生 うち留学生 うち社会人 うち休学者 うち留年生

　文化相関 18 6 3 0 0 6 3 0 0 7 2 0 2 0 19 8 0 2 0 1.06

グローバル文化 27 12 4 0 0 9 3 3 0 12 4 3 2 0 33 11 6 2 0 1.22

計 45 18 7 0 0 15 6 3 0 19 6 3 4 0 52 19 6 4 0 1.16

　文化相関 18 7 2 0 0 6 3 0 0 10 3 0 4 4 23 8 0 4 4 1.28

グローバル文化 27 10 4 0 0 12 4 0 1 12 4 0 2 3 34 12 0 3 3 1.26

計 45 17 6 0 0 18 7 0 1 22 7 0 6 7 57 20 0 7 7 1.27

　文化相関 18 6 3 0 0 7 2 0 0 10 3 0 3 5 23 8 0 3 5 1.28

グローバル文化 27 10 5 0 0 9 4 0 2 16 4 0 3 5 35 13 0 5 5 1.30

計 45 16 8 0 0 16 6 0 2 26 7 0 6 10 58 21 0 8 10 1.29

　文化相関 18 7 3 0 2 6 3 0 0 14 3 0 4 7 27 9 0 6 7 1.50

グローバル文化 27 9 2 2 0 10 5 0 1 13 5 1 4 5 32 12 3 5 5 1.19

計 45 16 5 2 2 16 8 0 1 27 8 1 8 12 59 21 3 11 12 1.31

　文化相関 18 5 1 0 0 7 3 0 4 17 3 0 8 11 29 7 0 12 11 1.61

グローバル文化 27 9 4 3 0 9 1 2 3 18 6 0 5 8 36 11 5 8 8 1.33

計 45 14 5 3 0 16 4 2 7 35 9 0 13 19 65 18 5 20 19 1.44

３．学位授与状況（博士後期課程）

◇入学年度別　（H25.5.1現在の数値）
修了者数（C）

専攻 標準修業年限超過

うち社会人 うち社会人 うち社会人 うち社会人 1年以内 うち社会人 2年以内 うち社会人 ２年を超える うち社会人 うち社会人 うち社会人

計

文化相関 6 8 0 0 0 8 0 3 0 1 0 0 0 0 0 4 0 4 0

グローバル文化 9 12 3 0 0 12 3 9 3 0 0 0 0 0 0 9 3 9 3

計 15 20 3 0 0 20 3 12 3 1 0 0 0 0 0 13 3 13 3

文化相関 6 6 0 0 0 6 0 3 0 0 0 0 0 3 0 3 0

グローバル文化 9 11 3 0 0 11 3 7 3 2 0 0 0 9 3 9 3

計 15 17 3 0 0 17 3 10 3 2 0 0 0 12 3 12 3

文化相関 6 6 0 0 0 6 0 3 0 0 0 3 0 3 0

グローバル文化 9 12 0 0 0 12 0 8 0 0 0 8 0 8 0

計 15 18 0 0 0 18 0 11 0 0 0 11 0 11 0

文化相関 6 7 0 0 0 7 0 3 0 3 0 3 0

グローバル文化 9 10 0 0 0 10 0 4 0 4 0 4 0

計 15 17 0 0 0 17 0 7 0 7 0 7 0

文化相関 6.0 6.8 0.0 0.0 0.0 6.8 0.0 3.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3 0.0 3.3 0.0

グローバル文化 9.0 11.3 1.5 0.0 0.0 11.3 1.5 7.0 1.5 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.5 1.5 7.5 1.5

全体 15.0 18.0 1.5 0.0 0.0 18.0 1.5 10.0 1.5 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.8 1.5 10.8 1.5

学位授与率（D）
標準修業年限超過

うち社会人 1年以内 うち社会人 1年を超える うち社会人 ２年を超える うち社会人 うち社会人 うち社会人

38% ―　 13% ―　 0% ―　 0% ―　 50% ―　 50% ―　 0 2 25% 2 0

75% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 75% 100% 75% 100% 0 2 17% 1 0

60% 100% 5% 0% 0% 0% 0% 0% 65% 100% 65% 100% 0 4 20% 3 0

50% ―　 0% ―　 0% ―　 50% ―　 50% ―　 0 0 0% 3 0

64% 100% 18% 0% 0% 0% 82% 100% 82% 100% 0 2 18% 0 0

59% 100% 12% 0% 0% 0% 71% 100% 71% 100% 0 2 12% 3 0

50% ―　 0% ―　 50% ―　 50% ―　 0 1 17% 2 0

67% ―　 0% ―　 67% ―　 67% ―　 0 0 0% 4 0

61% ―　 0% ―　 61% ―　 61% ―　 0 1 6% 6 0

43% ―　 43% ―　 43% ―　 0 0 0% 4 0

40% ―　 40% ―　 40% ―　 0 2 20% 4 0

41% ―　 41% ―　 41% ―　 0 2 12% 8 0

45% ―　 4% ―　 0% ―　 0% ―　 48% ―　 48% ―　 0.0 0.8 10% 2.8 0.0

61% 100% 6% 0% 0% 0% 0% 0% 66% 100% 66% 100% 0.0 1.5 14% 2.3 0.0

55% 100% 6% 0% 0% 0% 0% 0% 59% 100% 59% 100% 0.0 2.3 12% 5.0 0.0

４．進路状況（博士後期課程）

◇修了年度別（各年度、修了次年度の5月1日現在の数値）

進学者

本研究科 他研究科

　文化相関 3 0 0 0 1 0 1 2 3 0 33% 33%

グローバル文化 9 0 0 0 7 0 6 2 9 0 78% 78%

計 12 0 0 0 8 0 7 4 12 0 67% 67%

　文化相関 4 0 0 0 0 0 0 4 4 0 0% 0%

グローバル文化 7 0 0 0 5 0 0 2 7 0 71% 71%

計 11 0 0 0 5 0 0 6 11 0 45% 45%

　文化相関 3 0 0 0 1 0 0 2 3 0 33% 33%

グローバル文化 10 0 0 0 5 0 5 5 10 0 50% 50%

計 13 0 0 0 6 0 5 7 13 0 46% 46%

　文化相関 3 0 0 0 0 0 0 3 3 0 0% 0%

グローバル文化 5 0 0 0 2 0 1 3 5 0 40% 40%

計 8 0 0 0 2 0 1 6 8 0 25% 25%

文化相関 3.3 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.3 2.8 3.3 0 15% 15%

グローバル文化 7.8 0.0 0.0 0.0 4.8 0.0 3.0 3.0 7.8 0 61% 61%

全体 11.0 0.0 0.0 0.0 5.3 0.0 3.3 5.8 11.0 0 48% 48%

Ｈ２４

平均

Ｈ２０

Ｈ２１

Ｈ２２

Ｈ２３

進学率 就職率
就職希望者
の就職率就職者 その他うち科学

研究者

うち大学・
短期大学

教員

修了
年度

専攻 修了者数

修了者進路内訳

就職希望者
数本学

他大学

退学率
（G）

留年
（H)

その他
（I）

標準修業年限内
「標準修業年限×1.5」年

内
全体

Ｈ２１

Ｈ２２

平均

単位修得
退学者（研

究指導認定）

（E）

退学者※
（F）

Ｈ２２

平均

年度 専攻 収容定員

Ｈ２４

Ｈ２５

Ｈ２３

入学
年度

入学定員
入学者数(A)

研究科内転専攻者
(B)

左記計(A)+(B)
標準修業年限内

「標準修業年限×1.5」年
内

計

Ｈ２０

2年次 3年次 計
収容定員
充足率

H２４

H２５

1年次

H２１

H２２

H２３

Ｈ１８

Ｈ１９

留学生 社会人

Ｈ２１

他大学
出身者

その他
入学者数

倍率
定員
充足率

本学
出身者

年度 専攻 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数
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◆留学生の出身地域内訳 H25.5.1現在

　○国際文化学部

国際文化学科

小計

合計

　○国際文化学研究科

M 研究生等 M 研究生等 M 研究生等 M 研究生等 M 研究生等 M 研究生等 M 研究生等

文化相関専攻 18 18 0

グローバル文化専攻 31 1 2 34 0

24 2 9 0 35

小計 49 24 0 2 1 0 2 9 0 0 0 0 52 35

合計

0

0

2

13

0

2

16

2

180

0 105

計

DD

16

D

0

D

89

0

1

9

7 7

11

0

D

6 0

計

研究生等

29

B

19

2919

B 研究生等

0

1

0 1

アフリカ オセアニア

3

4 48

　　　 地域

専攻

B 研究生等

1 15

0 05 0 1

DD

22

3

B 研究生等

アジア 北米 中南米 欧州 アフリカ オセアニア

15

欧州

BB 研究生等 研究生等 B 研究生等

6

　　　 地域

学科

6

17

17

アジア 北米 中南米

5
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◆日本人学生の海外派遣人数内訳 H24(2012)年度

　○国際文化学部

　　　 地域
学科

国際文化学科

合計

　○国際文化学研究科

文化相関専攻

グローバル文化専攻

小計

合計

0 67 0 9 106

9

1 1

67

16

14 16

14

1 0 1 0

21 23

0 0 0 19 4

0 0

017 40 0

0

31010 3

11 9

D

1 1 7

D M D M

　　　 地域

専攻

アジア 北米 中南米

M D MD M D M

アジア 北米 中南米 欧州

M D

欧州 アフリカ オセアニア 計

アフリカ オセアニア 計

106
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15. 就職
◆就職先 （H19年度）

うち
留学生

うち
留学生

セキスイハイム 1

小計 1 (0) 0 (0)

サントリー 1

カルビー 1

小計 2 (0) 0 (0)

東レ 1

小計 1 (0) 0 (0)

リクルート 1

廣済堂 1

小計 2 (0) 0 (0)

Ｐ＆Ｇ 1

東ソー 1

田辺三菱製薬 1

ブリヂストン 1

興和創薬 1

小計 5 (0) 0 (0)

日本電気（ＮＥＣ） 2 1

シャープ 1

東芝 1

富士ゼロックス 3

松下電工 1

リコー 1

安川電機 1

小計 10 (0) 1 (0)

住友重機械工業 1

ヤマハ発動機 1

トヨタ自動車 2

三井造船 1

小計 5 (0) 0 (0)

村田製作所 1

神鋼電機 1

ローム 1

シスメックス 1

小計 4 (0) 0 (0)

NTN 1

オムロン 1

ミズノ 1

ローランド 1

ヤマハ 1

モンベル 1

小計 6 (0) 0 (0)

H19(2007)年度

学部 修士

建設

食品

繊維

出版・印刷業

化学工業

その他の製造

電気機器

輸送機器

精密機器

国際文化学部・総合人間科学研究科（国際文化学系）

業　種 就職先
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朝日新聞社 1

富士通 1

住商情報システム 1

ＮＳソリューションズ関西 1

アグレックス 1

ヒューマンサイエンス 1

日本テレビ放送網 1

ジェイエムエーシステムズ 1

日本コントロールシステム 1

ＣＳＫシステムズ 2

ＵＳＥＮ 1

TIS 3

イーアクセス 1

富士ソフト 1

NECネッツエスアイ 1

西日本電信電話（NTT西日本） 1

NECシステムテクノロジー 1

コベルコシステム 1

インテック 1

小計 18 (0) 4 (0)

日本航空 1

リベラ 1

日本通運 2

小計 4 (0) 0 (0)

コマツ物流

小計 0 (0) 0 (0)

伊藤忠商事 1

三菱商事 1

住友商事 1

丸紅 2

千趣会 1

イオン 2

徳岡 1

兼松 1

高島屋 1

阪急百貨店 1

マイカル 1

東方貿易 1

小計 11 (0) 3 (0)

住友生命保険 1

大和証券 1

みずほフィナンシャルグループ 2

三井住友銀行 1

日本生命保険 2

第一生命保険 2

かんぽ生命保険 1

岡三証券 1

三菱ＵＦＪ信託銀行 1

損害保険ジャパン 1

関西アーバン銀行 1

セントラルファイナンス 1

津山信用金庫 1

農林中央金庫 1

小計 17 (0) 0 (0)

情報通信業

物流

商社・小売業・卸売業

金融・保険業
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UCＣ上島珈琲 1

パソナ 1

マルハチ（スーパー） 1

光洋（スーパー） 1

名鉄観光サービス 1

イオンモール 1

ダイワサービス 1

ＪＴＢワールドバケーションズ 1

ジェイエイシージャパン（転職サポート） 1

ＪＴＢ西日本 1

ＪＴＢ大阪 1

京都ブライトンホテル 1

コングレ（国際会議の企画等） 1

日本NCR 1

あわしま堂 1

芭蕉堂 1

エコネット（産廃処理） 1

小計 15 (0) 2 (0)

岡山県立和気閑谷高校 1

大阪府高等学校 1

三重県内私学高校 1

鹿児島県立垂水高校 1

済州観光大学 1

小計 1 (0) 4 (0)

ナガセ（予備校「東進」） 1

ECC 1

小計 2 (0) 0 (0)

日本郵政 1

関西電力 1

小計 2 (0) 0 (0)

大阪府庁 2

（独）日本貿易振興機構（JETRO） 1

赤穂市役所 1

豊中市役所 1

兵庫県庁 1

大分県庁 1

神戸大学職員 1

大阪府教育委員会 1

小計 12 (0) 1 (0)

118 (0) 15 (0)

北出病院 1

和研薬 2

小計 121 (0) 15 (0)

複合サービス事業 ＪＡ兵庫六甲（兵庫六甲農業協同組合） 1

小計 1 (0) 0 (0)

その他サービス業 インテリジェンス 1

レイス 1

小計 2 (0) 0 (0)

公務 神戸市役所 1

鶴岡市役所 1

西条市役所 1

長崎市役所 1

安芸市役所 1

宮崎県庁 1

京都大学職員 1

大阪大学職員 1 1

小計 6 (0) 3 (0)

上記以外のもの （財）神戸国際観光コンベンション協会 1

ＮＰＯ法人法人コミュニティアートセンタープラッツ 1

ＪＡＩＣＡ 1

吉本クリエイティブエージェンシー 1

小計 2 (0) 2 (0)

サービス業

公務

合計

飲食・宿泊業・その他のサービス

教員

学習支援
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◆就職先 （H20年度，H21年度）

うち
留学生

うち
留学生

うち
留学生

うち
留学生

明和 1 (1)

小計 0 (0) 1 (1) 0 (0) 0 (0)

キリンビバレッジ 1

サントリーホールディングス 2 (1) 1

日本ミルクコミュニティ 1

三交海産物 1 (1)

サントリーフーズ 1

マリンフード 1

小計 4 (1) 1 (1) 3 (0) 0 (0)

イッセイ ミヤケ 1

大西 1

小計 2 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0)

あわわ 1

日本写真印刷 1

ミネルヴァ書房 1

大日本印刷 1 1

小計 2 (0) 1 (0) 2 (0) 0 (0)

新日本石油 1

豊田合成 1

帝人 2

旭化成 1 1

大成化工 1

日立化成工業 1

積水化学工業 1

カネカ 1

塩野義製薬 1

資生堂 1

アステラス製薬 1

武田薬品工業 1

小計 7 (0) 0 (0) 4 (0) 3 (0)

シスメックス 1

浪速ポンプ製作所 1

新日本製鐵 1

ＩＨＩ 1

日本精工 1

東芝産業機器製造 1

島津製作所 1

クボタ 2 1

日本ガイシ 1

小計 2 (0) 0 (0) 8 (0) 1 (0)

ＮＥＣ（日本電気） 2

日立製作所 2 2

住友電気工業 1 1

シャープ 2

東芝 1 1

富士ゼロックス 1

パナソニック電工 1

ソニー 1 1

船井電機 1

パナソニック 1

三菱電機 1 1

古野電気 1

小計 11 (0) 1 (0) 8 (0) 1 (0)

三菱重工業 1

トヨタ自動車 3

ジェイテクト 1

トヨタ自動車九州 1

小計 2 (0) 0 (0) 4 (0) 0 (0)

デンソー 1 1

メディコン 1

テルモ 1

ニコン 1

小計 3 (0) 0 (0) 2 (0) 0 (0)

H21(2009)年度

学部 修士 学部 修士

電気機器

はん用・生産用・業務用機械器具

輸送機器

国際文化学部・国際文化学研究科[総合人間科学研究科（国際文化学系）を含む]

業　種 就職先

H20(2008)年度

建設

食品

繊維

出版・印刷業

化学工業

精密機器
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ブラザー工業 1

東芝エレベータ 1

兵神装備 1

カワサキプラントシステムズ 1

工進 1

トウネツ 1

サンスター 1

グローリー 1

マンダム 1

小計 4 (0) 2 (0) 3 (0) 0 (0)

毎日新聞社 1

ＮＴＴコミュニケーションズ 1

ＮＴＴデータ 1 1

富士通アドバンストソリューションズ 1

富士通ビー・エス・シー 1

ヒューマンサイエンス 1

ＴＩＳ 3

ＮＴＴ西日本(西日本電信電話) 1 1

楽天 1 1

マクロミル 1

メルコ・パワー・システムズ 1

共同通信社 1 1

ヴィンキュラム ジャパン 1

ＣＳＫホールディングス 1

中日新聞社 1

NHK(日本放送協会) 1 2

コニカミノルタビジネスソリューションズ 1

フューチャーアーキテクト 1

神戸デジタル・ラボ 1

ＫＳＫ 1

エフ・シー・エス 2

富士通エフ・アイ・ピー 1 1

日本ヒューレット・パッカード 1

キヤノンＩＴソリューションズ 1

サイバー･コミュニケーションズ 1

ダイワボウ情報システム 1

ＪＡＬインフォテック 1

ダイソル 1

イーソル 1

エクサ 1

テーク・ワン 1

アビームコンサルティング 1

アイ・エム・ジェイ 1

ＡＪＳ 1

ノッテビアンカ 1 (1)

日本郵便 1

日本郵政 1

G＆Uシステムサービス 1

ソラン 1

富士通ソフトウェアテクノロジー 1

大映テレビ 1

四国放送 1

日立システムアンドサービス 1

ＮＨＫ文化センター 1

バンテック 1

Ｐ＆Ｗソリューションズ 1

新日鉄ソリューションズ 1

三菱総研ＤＣＳ 1

経営情報センター 1

オースビー 2 1

小計 31 (0) 6 (1) 23 (0) 2 (0)

ＡＮＡ(全日本空輸) 1 1

日本郵船 1

アップオン 1

H.I.S 1

関西国際空港 1

小計 3 (0) 0 (0) 2 (0) 1 (0)

近鉄エクスプレス 1 1

三菱倉庫 1 1

ヤマトロジスティクス 1

小計 3 (0) 0 (0) 2 (0) 0 (0)

物流

その他製造

情報通信業

輸送業

25



伊藤忠商事 1 3

三菱商事 1

住友商事 1 1

内田洋行 1

丸紅 1 1

そごう 1

千趣会 1

髙島屋 1

阪急阪神百貨店 1

三越 1

大阪屋 1

大近 1

阪和興業 1

神鋼商事 1

日本紙通商 1

すこやか工房 1

光洋 1

ミルバ 1

ファーストリティリング 1

ニシキ商会 1

ＳＫＨ 1

ユニクロ 1 1

ジェイアール京都伊勢丹 1

小計 14 (0) 0 (0) 11 (0) 4 (0)

住友信託銀行 1 1

みずほフィナンシャルグループ 1

三井住友銀行 3

大同生命保険 1

東京海上日動火災保険 1

日本生命保険 2 1

かんぽ生命保険 1

損害保険ジャパン 2

農林中央金庫 1

池田銀行 1

オリックス 1

南都銀行 1

トマト銀行 1

日本銀行 1

日興コーディアル証券 1

滋賀銀行 1

福岡銀行 1

商工組合中央金庫 1 1

りそな銀行 1

百十四銀行 1

静岡銀行 1

三井住友海上火災保険 1

東京三菱銀行 1

住宅あんしん保証 1

みずほ情報総研 1

小計 12 (0) 1 (0) 17 (0) 2 (0)

ウィル 1

東急コミュニティー 1

小計 2 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0)

サイバードホールディングス 1

ＪＴＢワールドバケーションズ 1

コングレ 1

ミキ・ツーリスト 1

近畿日本ツーリスト 1

アド・ウォーク 1

ジャム・デザイン 1

西村あさひ法律事務所 1

サクラインターナショナル 1

スタジオアリス 1

ヒルトン大阪 1

トライアウト 1

日本旅行 1

日本データビジョン 1 (1)

ＶＪ 1

タウ 1 (1)

ナビバード 1 (1)

ガンコフードサービス 1

神戸ポートピアホテル 1

グランビスタ　ホテル＆リゾート 1

小計 14 (0) 4 (3) 1 (0) 1 (0)

商社・小売業・卸売業

金融・保険業

不動産業

飲食・宿泊業・その他サーヒス
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綜合警備保障 1

タカミブライダル 1

神戸国際会館 1

談 1

神戸国際芸術祭事務局 1

ＪＡ(日本農業協同組合） 1

小計 0 (0) 0 (0) 5 (0) 1 (0)

関西国際学院 1

京都府立網野高校 1

西宮甲山高校 1

神戸ＹＭＣＡ 1

神奈川県立高校教員 1

四条畷学園短期大学専任講師 1

大阪大谷大学非常勤講師 1

和歌山県高校教員 1

京都共栄学園高校教員 1

神戸市立中学校教員 1

プール学院短期大学部 1

徳島県立高校教員 1

関西大倉中学・高校英語専任教員 1

兵庫県教員 1 1 3

小計 1 (0) 8 (0) 7 (0) 2 (0)

関西学院大学職員 1

国際語学学院 1 (1)

名古屋学習塾 1

青藍国際特許事務所 1

イッティージャパン 1

明石市医師会立明石医療センター 1

神戸ファッション美術館 1

あずさ監査法人 1

活水女子大学 1

神戸赤十字病院 1

松本歯科クリニック 1

ＥＣＣ 1 (1)

小計 0 (0) 3 (2) 7 (0) 2 (0)

日本赤十字社兵庫県支部 1

シサム工房 1

小計 0 (0) 0 (0) 2 (0) 0 (0)

社会福祉法人えんぴつの家デイケアセンター 1

キャリアデザインセンター 1

日本保育サービス 1

アプリシェイトグループ 1

小計 3 (0) 1 (0) 0 (0) 0 (0)

外務省 1

兵庫県立芸術文化センター（常勤嘱託員） 1

神戸大学職員 2 (1) 1 1

鳥取市役所 1

京都大学図書館 1

京都府庁 1 1

広島県廿日市役所 1

ベトナム政府投資企画庁 1 (1)

(独)国際交流基金 1

愛知県西尾市教育委員会事務局 1

裁判所事務官（山口県） 1

大阪地方裁判所 1

近畿財務局 1

神戸市役所 3

富山市役所 1

彦根市役所 1

奈良県庁 1

灘区民ホール 1

(独)京都医療センター 1

広島県府中市役所 1

石川県庁 1

小計 5 (0) 7 (2) 12 (0) 3 (0)

125 (1) 36 (10) 123 (0) 23 (0)合計

生活関連サービス・娯楽業

教員

学習支援

社会福祉

サービス業

公務
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◆就職先 （H22年度，H23年度）

うち
留学生

うち
留学生

うち
留学生

うち
留学生

サッポロビール 1

ネスレ日本 1

伊藤ハム 1

日本ハム食品 1

カルビー 1 (0)

三幸製菓 1

小計 1 (0) 0 5 (0) 0 (0)

大日本印刷 1

小計 1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0)

帝人 1

積水樹脂 1

カネカ 1 1

住友化学 1

三菱樹脂 1

大塚化学 1

東レ 1 1

日精 1

スターライト工業 1

オカモト 1

ライオン 1

資生堂 1

Ｐ＆Ｇ（プロクター・アンド・ギャンブル・ジャパン） 2

ノバルティスファーマ 1

アステラス製薬 1

マンダム 1

小林製薬 1

小野薬品工業 1

ツムラ 1

宇部興産 1

ハリマ化成 1

台湾日立化成工業份有限公司 1 (1)

小計 10 (0) 1 (0) 13 (0) 1 (1)

ＩＨＩ 1

島津製作所 1 1

村田製作所 1

クボタ 2 1

住友金属工業 1

ダイキンエアテクノ 1

タカラベルモント 1

中西金属工業 1

水登社 1 (1)

小松製作所 1

ダイキン工業 1

東京製綱 2

ＤＯＷＡホールディングス 1

コベルコ建機 1

東海バネ工業 1

ニチダイフィルタ 1

川副機械製作所 1 (1)

日本山村硝子 1

小計 7 (0) 2 (1) 10 (0) 3 (1)

日立製作所 1

住友電気工業 1 1

パナソニック電工 1 (1)

パナソニック 2

三菱電機 1 3

富士通 2 1

オリンパス 1

リコー 1

日本ヒューレット・パッカード 1

ミハル通信 1

富士通中部システムズ 1

ＮＥＣ（日本電気） 3

シャープ 1 1

富士ゼロックス 1

オムロン 1

沖電気工業 1

ブラザー工業 1

H23(2011)年度

学部 修士 学部 修士

国際文化学部・国際文化学研究科[総合人間科学研究科（国際文化学系）を含む]

業　種 就職先

H22(2010)年度

食品

出版・印刷業

化学工業

はん用・生産用・業務用機械器具

電気機器
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昭和電工 1

博瀬電機貿易（上海）有限会社 1

ローム・ワコー・エレクトロニクス・マレーシア 1 (1)

小計 10 (0) 1 (1) 16 (1) 3 (0)

トヨタ自動車 4

日産自動車 1

日立造船 2 2

デンソー 1 1

村田機械 1

川崎重工業 1

フタバ産業 1

豊田自動織機 1

小計 10 (0) 0 (0) 5 (0) 0 (0)

キーエンス 1

小計 10 (0) 0 (0) 5 (0) 0 (0)

サンゲツ 1

ＪＦＥスチール 1

旭ポリスライダー 1

日本ガイシ 1

矢崎総業 1

ショーワグローブ 1

パネフリ工業 1

リリカラ 1

井上定 1

メディキット

小計 4 (0) 1 (0) 4 (0) 0 (0)

大阪ガス 1

小計 1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0)

ＮＴＴデータ関西 1

ＮＴＴドコモ 1

富士通ビー・エス・シー 1 (1)

ＴＩＳ 1

共同通信社 1

ＮＨＫ(日本放送協会) 1

毎日放送 1

ヤフー 1

サイバーエージェント 1

富士通エフ・アイ・ピー 1 1

日立システムズ 1

日立ソリューションズバリュー 1

コベルコシステム 2

オースビー 1

朝日新聞社 1

ＦＭ新潟 1

京都新聞ＣＯＭ 1

オージス総研 1 1

ＳＡＰジャパン 1

ＨＩＴＯ 1

シティ・コム 1

ワークスアプリケーションズ 1

日本ビジネスデータプロセッシングセンター 1

ＯＤＫソリューションズ 1

インタークエスト 1

ジャステック 1

フューチャーインフィニティー 1

フジクラ 1

ニチコム 1 (1)

葵プロモーション 1 (1)

小計 10 (0) 3 (2) 17 (0) 3 (1)

ＡＮＡ(全日本空輸) 1

ＪＲ西日本（西日本旅客鉄道） 1

ＡＩＲ ＤＯ（北海道国際航空） 1

小計 0 (0) 0 (0) 3 (0) 0 (0)

近鉄エクスプレス 1

小計 0 (0) 0 (0) 1 (0) 0 (0)

精密機器

輸送機器

その他製造

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

輸送業

物流
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三菱倉庫 1 1

三井倉庫 2

安田倉庫 1

阪急・阪神エクスプレス 1

川崎汽船 1

飯野海運 1

郵船航空サービス 1

ＮＥＸＣＯ中日本（中日本高速道路） 1 (1)

両備ホールディングス 1

小計 7 (0) 0 (0) 3 (0) 1 (1)

三菱商事 1

住友商事 2

丸紅 1

三井物産 1

兼松 1

島田商事 1

ユニクロ 1

伊藤忠丸紅鉄鋼 1

ＴＴＣ 1

ＯＫＡＭＵＲＡ 1 (1)

泰聖貿易 1

林 1

大丸松坂屋百貨店 1

Ｊ．フロント リテイリング 1

アルファイン 1

クラギ 1

メルセデス・ベンツ日本 1

エアテックス 1

辰野 1 (1)

ＣＳＣ 1

シマブンコーポレーション 1

中村藤吉本店 1

オンリーワン 1

ライトオン 1

アイ・エフ・ビー 1 (1)

ローソン 1 (1)

ニトリ 1 1

小計 15 (1) 3 (2) 7 (0) 4 (1)

みずほ証券 1

三井住友銀行 1

住友生命保険相互会社 1

大同生命保険 1

日本生命保険相互会社 1

東京海上日動火災保険 1

損害保険ジャパン 1

池田泉州銀行 2

商工組合中央金庫 1

りそなグループ 1

三菱東京ＵＦＪ銀行 1

関西アーバン銀行 2 1

紀陽銀行 2

京都銀行 1

北國銀行 1

山陰合同銀行 1

播州信用金庫 1
ＪＡバンク高知信連（高知県信用農業協同組合連合会） 1

近畿産業信用組合 1

太陽生命保険 1

第一生命保険 1

ＳＢＪ銀行（韓国銀行日本法人） 1

小計 18 (0) 0 (0) 8 (0) 0 (0)

フジイ住宅 1

大和ハウス工業 1 (1)

セキスイハイム山陽 1

アクトコール 1

小計 2 (0) 1 (0) 0 (0) 1 (1)

ホワイト・ベアーファミリー 1

リーガロイヤルホテル大阪 1

小計 0 (0) 0 (0) 2 (0) 0 (0)

運輸業

商社・小売業・卸売業

金融・保険業

不動産業

飲食・宿泊業
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綜合警備保障

タカミブライダル

神戸国際会館

談

ＪＡたじま 1

オーエンターテイメント 1

プレスクリエイト 1

エイチ・アイ・エス 1

かづきれいこ 1

ジェイアール西日本デイリーサービスネット 1

日本カーソリューションズ 1

小計 4 (0) 0 (0) 2 (0) 1 (0)

兵庫県教員 1 1 1

愛知県教員 1

神戸市教員 1 1

滋賀県教員 1

東洋学園高等専修学校教員 1

大阪府立高等学校教諭 2

神戸学院大学経営学部教員

姫路獨協大学講師 1

神戸情報大学院大学助手

立命館大学生命科学部特任講師

天津外国語学院日本語学院教員

大連外国語学院日本語学院教員

ブルガリア大学講師 1

トルコ チャナッカレ・オンセキズマルト大学日本語講師

関西大学、関西外国語大学、流通科学大学非常勤講師

ルーマニア ブカレスト大学日本語教師

小計 2 (0) 3 (0) 1 (0) 6 (0)

京都造形芸術大学職員 1

甲南大学職員 1
カリフォルニア大学サンディエゴ校国際交流担当員 1 (1)

ゼニス 1

神戸大学事務補佐員 1

サクセス研学館 1

ＴＡＣ 1

イーオン 1

小計 2 (0) 4 (1) 1 (0) 1 (0)

パソナ 1

ブレーンセンター 1

コンベンションリンケージ 1

関西経済連合会 1

タイ大使館（東京）職員 1

小計 1 (0) 2 (0) 2 (0) 0 (0)

外務省（外務事務官、国家Ⅲ種） 1

経済産業省（国家Ⅰ種） 1

厚生労働省(国家Ⅰ種) 1

厚生労働省都道府県労働局関西ブロック(国家Ⅱ種) 1

裁判所事務官 1 1

神戸地方検察庁事務官 1

大阪国税局 1

神戸市役所 3 3

福山市役所 2

加古川市役所 1

堺市役所 1

川西市役所 1

大津市役所 1

吉野川市役所 1

奈良市役所 1

豊岡市役所 1

名古屋市役所 1

和歌山市役所 1

京都市役所 1

高槻市役所 1

尼崎市役所 1

西宮市役所 1

芦屋市役所 1

姫路市役所 1

奈良県庁 1

東京都庁 2

福井県庁 1

生活関連サービス・娯楽業

教員

学習支援

その他サービス業

公務
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滋賀県庁 1

香川県庁 1

鹿児島県庁 1

大阪府庁 1

京都大学職員 2 1

京都大学医学部付属病院職員 1

京都府教育委員会 1

同志社大学職員 1

兵庫県立芸術文化センター 1

小計 22 (0) 0 (0) 21 (0) 3 (0)

パラオ政府芸術文化省 1 (1)

ＪＩＣＡ（（独）国際協力機構） 1

関西フィルハーモニー管弦楽団 1

東本願寺（事務） 1

ATR-Learning Technology研究員 1

小計 0 (0) 1 (1) 1 (0) 3 (0)

137 (1) 22 (8) 127 (1) 30 (6)合計

その他
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◆就職先 （H24年度）

うち
留学生

うち
留学生

建設業 パナソニックホームエンジニアリング 1

三菱化学エンジニアリング 1

サラヤ 1

小計 3 (0) 0 (0)

食料品・飲料・たばこ・飼料製造業 アサヒビール 1

日清オイリオグループ 1

サントリーホールディングス 1

ダイドードリンコ 1

富永貿易 1 1

小計 5 (0) 1 (0)

繊維工業 ニッケ(日本毛織) 1

イトキン 1

小計 2 (0) 0 (0)

印刷・同関連業 レンゴー 1

小計 1 (0) 0 (0)

化学工業、石油・石炭製品製造業 カネカ 1

住友化学 2

東レ 1

Ｐ＆Ｇ（プロクター・アンド・ギャンブル・ジャパン） 2

ユニ・チャーム 1

ノエビア 1

双和化成 1

小計 7 (0) 2 (0)

鉄鋼業・非鉄金属・金属製品製造業 神戸製鋼所 2

日軽金アクト 1

石福金属興業 1

小計 3 (0) 1 (0)

はん用・生産用・業務用機械器具製造業 島津製作所 1

トラスコ中山株式会社 1

ダイヘン 1

帝国電機製作所 1

小計 3 (0) 1 (0)

電気・情報通信機械器具製造業 パナソニック 1

三菱電機 1

富士通 2

ブラザー工業 1

ダイキン工業 1

大真空 1

小計 6 (0) 1 (0)

輸送用機械器具製造業 川崎重工業 1

三井造船 1

日本車輌製造 1

クボタ 2

小計 5 (0) 0 (0)

電子部品・デバイス・電子回路製造業 OMRON INDUSTRIAL AUTOMATION MALAYSIA 1

小計 1 (0) 0 (0)

その他製造 ヨネックス 1

アシックス商事 1

JMS 1

三井海洋開発 1

コクヨ 1

YKK　AP 1

ヤマハリビングテック 1

吉野石膏 1

四会市新隆玉器 1

ファイザー 1

日本イーライリリー 1

小計 10 (0) 1 (0)

国際文化学部・国際文化学研究科[総合人間科学研究科（国際文化学系）を含む]

業　種 就職先

H22(2010)年度

学部 修士
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情報通信業 ＮＴＴデータ 2

ＴＩＳ 1

ＮＨＫ(日本放送協会) 2

オースビー 1

高知新聞社 1

クラックスシステム 2

グリー 1

楽天 1

Ｉ&Ｇパートナーズ 1

住友化学システムサービス 1

セカンドセレクション 1

ＮＴＴ西日本(西日本電信電話) 2

アイテック阪急阪神 1

ソフトバンク 1

ノバシステム 1

エクスコムグローバル 1

中国電信(CHINA TELECOM) 1

インターコミュニケーションズ 1

ヤフー 1

ＮＴＴビジネス 1

小計 19 (0) 5 (0)

運輸業、郵便業 遠州鉄道 1

京阪電気鉄道 1

近鉄エクスプレス

三菱倉庫 1

エムケイ 1

丸紅トレードマネジメント 1

ヤマト運輸 1

小計 5 (0) 1 (0)

卸売業・小売業 三井物産 1

ミキハウス 1

神鋼商事 1

長瀬産業 1

阪和興業 1

LOUIS VUITTON JAPAN COMPANY 1

サンエース 1

日食 1

阪急阪神百貨店 1 1

山善 1

イオンモール 2

グラントオフ 1

グッドスカイ 1

エルメスジャポン 1

ニトリ 2

小計 12 (0) 6 (0)

金融・保険業 三井住友銀行 1

東京海上日動火災保険 1

アフラック(アメリカンファミリー生命保険会社) 1

関西アーバン銀行 1

京都銀行 1

伊予銀行 1

三菱東京UFJ銀行 1

福岡銀行 1

三井住友海上火災保険 1

池田泉州銀行 2

百十四銀行 1

三井住友信託銀行 1

小計 12 (0) 1 (0)

学術研究、専門・技術サービス業 アビームコンサルティング 1

ジョブテシオ 1

山本秀策特許事務所 1

公益財団法人　都城市文化振興財団 1

小計 4 (0) 0 (0)
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宿泊業、飲食サービス業 カフェカンパニー 1

星野リゾート 1

小計 0 (0) 2 (0)

生活関連サービス業、娯楽業 トップツアー 1

日本旅行 1

ポニーキャニオン 1

ピーキューブ 2

小計 2 (0) 3 (0)

教育・学習支援業 大阪府立寝屋川高校教員 1

兵庫県立高校教員 1

神戸女学院中学部高校部教員 1

ウィルウェイ 1

小計 1 (0) 3 (0)

医療、福祉 社会医療法人黎明会 1

北出病院 1

和研薬 2

小計 4 (0) 0 (0)

複合サービス事業 ＪＡ兵庫六甲（兵庫六甲農業協同組合） 1

小計 1 (0) 0 (0)

その他サービス業 インテリジェンス 1

レイス 1

小計 2 (0) 0 (0)

公務 神戸市役所 1

鶴岡市役所 1

西条市役所 1

長崎市役所 1

安芸市役所 1

宮崎県庁 1

京都大学職員 1

大阪大学職員 1 1

小計 6 (0) 3 (0)

上記以外のもの （財）神戸国際観光コンベンション協会 1

ＮＰＯ法人法人コミュニティアートセンタープラッツ 1

ＪＡＩＣＡ 1

吉本クリエイティブエージェンシー 1

小計 2 (0) 2 (0)

116 0 33 0合計
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◆博士課程後期課程の就職先 H25.5.1現在

（平成24年度） 武蔵大学社会学部准教授1, 中国電子科技大学日本語学校教員1,

広島大学国際協力研究科特任助教1, 環太平洋大学教員1,

近代姫路大学看護学部特任講師1, 神奈川県警察庁科学捜査研究所1,

大阪大学大学院言語文化研究所専任講師1,

アジア経済研究所1,

芸北民芸能保存伝承館学芸員1

（平成23年度） チャナッカレ オンセキズマルト 大学（トルコ） 1, (メディキット㈱ 1)

兵庫県庁 1, (京都大学グローバルCOE 1)

大阪府庁 1, (関西大学 1)

甲南大学 1,

立命館大学生命科学部 1,

兵庫県立芦屋国際中等教育学校教員 1

（平成22年度） 神戸学院大学経営学部 1,

広島国際大学心理科学部（専任講師） 1

（平成21年度） 神戸市看護大学（非常勤講師） 1, (神戸大学国際文化学異文化センター協力研究員 1)

サントリーホールディングス㈱ 1, (甲南大学言語文化センター非常勤講師 1)

神戸大学国際文化学研究科メディア文化研究センター 1,

近畿大学生物理工学部 1,

甲南大学教員（准教授） 1,

呉市海事歴史科学館（大和ミュージアム）学芸員 1,

書家；筆跡研究

（平成20年度） 大阪大谷大学 1, (神戸大学国際文化学研究科 2)

神戸大学国際文化学部 1,

愛知県西尾市教育委員会事務局文化振興課 1, 

甲南大学人間科学研究所研究員 1,

柏木市立高校 1,

四条畷学園短期大学講師、神戸大学非常勤講師 1,

国際交流基金 1,

羽衣国際大学非常勤講師 1,

（平成19年度） 京都外国語大学 学校法人 1, (神戸大学 学術推進研究員 1)

神戸大学国際文化学研究科 メディア文化研究センター学術推進研究員 1,

独立行政法人産業技術総合研究所 1,

日本国際交流振興会関西支部代表 1,

神戸女子大学 1,

大阪教育大学 学校危機メンタルサポートセンター 1,

兵庫県職員 1,

神戸大学工学部 都市安全研究センター技術補佐員 1

* 朱書：総合人間科学研究科
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○国際文化学研究科

◆科学研究費補助金（補助金分・基金分） （千円）

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

新学術領域研究 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定領域研究 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

基盤研究（Ｓ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

基盤研究（A） 2 14,900 2 14,900 2 14,500 2 11,400 1 8,100

基盤研究（B） 1 1,900 0 0 1 1,600 3 9,600 5 13,300

基盤研究（C) 26 20,900 22 15,200 22 18,100 22 23,000 27 23,900

挑戦的萌芽研究 0 0 0 0 1 1,200 3 3,000 5 4,800

若手研究（A) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

若手研究（B） 3 4,100 4 4,000 8 7,200 6 6,000 4 3,900

研究活動ｽﾀｰﾄ支援 0 0 2 1,900 3 3,370 1 1,100 1 600

特別研究員奨励費 4 2,500 5 2,900 6 3,800 6 3,600 6 3,700

合　計 36 44,300 35 38,900 43 49,770 43 57,700 49 58,300

◆共同研究，受託研究，その他外部資金 （千円）

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

共同研究 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0

受託研究 1 5,980 2 8,125 0 0 1 1,300 0 0

その他外部資金 1 5,100 0 0 0 0 2 530 3 4,132

合　計 4 11,080 4 8,125 0 0 3 1,830 3 4,132

平成24年度 平成25年度

種　　目
平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

平成23年度

6. 教育研究上の活動状況等
6－1 科研費

種　　目
平成21年度 平成22年度
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◆主な業績数 専攻名

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

論文数 50 59 57 52 51

論文の被引用数

著者数 30 28 21 19 23

研究発表数 53 44 34 30 38

芸術作品・発明件数 0 0 0 0 0

専攻名

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

論文数 46 68 65 52 51

論文の被引用数

著者数 9 14 21 17 16

研究発表数 50 66 58 52 60

芸術作品・発明件数 0 0 0 0 0

国際文化学研究科全体

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

特許出願件数（国内） 0 1 0 0 0
　　　〃　　　　　（PCT） 0 0 0 0 0
　　　〃　　　　　（各国） 0 0 0 0 0
特許登録件数（国内） 0 0 1 0 0
　　　〃　　　　　（外国） 0 0 0 0 0
発明件数 0 1 0 0 0

文化相関　専攻

6－2　　研究業績の状況

グローバル文化　専攻
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